
令和５・６年度 長崎県教育委員会公募制研究指定校事業「人権教育」 
波佐見町立南小学校 

Ⅰ 研究の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

学校教育目標 
未来を拓く 心豊かな 南っ子 

明日も行きたくなる学校 

研究主題 
自分や友達の大切さを認め合い、互いに高め合う児童の育成 

～「学びに向かう力」を育む土壌づくりを通して～ 

 
研究仮説 

人権教育の視点に立って教育活動を工夫していけば、児童一人一人の自己

肯定感が高まり、主体的に学習に向かい、互いに高め合う児童を育成するこ

とができるであろう。 

児童や学校・職員の現状や課題 

めざす姿 

〇 最後まで諦めず丁寧に取り組む。 
〇 自分事として、相手の思いを汲み取り
ながら話を聞く。 

〇 自信をもって自分の思いや考えを表
現する。 

〇 友達の思いや考えを受け止め、認め合
える。 

〇 高い人権感覚を身に付けられるように

研修を重ねる職員。 

〇 児童一人一人を細やかに見取る職員。 

〇 人権についての知識、実践力や指導力

を身に付けた職員。 

〇 児童が安心して学習できる学校。 

児童 

人権教育の視点に立った「学びに向かう力」を育む土壌づくり 

（授業・授業以外の活動・環境） 

 「人権が尊重される授業づくりの視点」を位置づけた授業

授業 

人権学習 

生活目標の指導の工夫 

聞く・話す力の向上に向けた取組 

振り返りの充実 ユニバーサルデザインの視点に立った環境整備 

児童会活動の工夫 教職員の研修（児童理解・人権など） 地域との関わり 

職員・学校 



Ⅱ 研究の実際 

 

・ 人権教育の指導方法等の在り方について［第三次とりまとめ］（人権教育の指導方法等に関する調査研究会

議）に示されたものをもとに、視点を整理し、授業づくりに役立てた。 

 

・ 学習指導案に、「人権教育の手立て」を明記し、授業づくりを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 全体授業後には、授業研究会を行った。学習指導案に示す「本時における人権教育の取組」を２つに絞り、

参観時や協議の際の焦点化を図った。 

今年度はさらに「４５分間で見せたい子供の姿」として「①自分の考えを確立し豊かに表現する姿 ②他者

の考えのよさを学ぶ姿 ③自他の大切さを実感して学ぶ姿」の３点を意識して授業づくりを進めた。  

<実践例> 

第２学年 算数科「ひき算のひっ算」 

本
時
の
学
習 

目標 

筆算形式による２位数－１、２位数（繰り下がりあり、空位、欠位あ 

り）の減法計算の仕方を理解し、答えを求めることができる。                

本時における人権教育の取組 

〇 ペアやグループ活動において、互いの説明を見たり聞いたりした後に

シールを貼って意思表示ができるようにする。 

〇 児童が自分の目標に合った問題数を選べるワークシートの工夫を行

う。  

成
果 

 シールを用いることで発表することへの意欲が高まった。シールを貼る

際にはどのような言葉を掛けるとよいか、児童と考え、話合いを積み重ねた

ことで、安心してグループ活動を行う姿が見られた。また、取り組む問題を

児童が選べるようにしたことで、意欲的に学ぶ姿が見られた。 

「人権が尊重される授業づくりの視点」を位置づけた授業 

まず、一の位

を 計 算 し ま

す。 

よくわか

ったよ。 



 

授業で振り返りを書く際のヒントカードとしたり、児童に振り返

りの視点を与えたりするため、「わが友や表」を作成した。活用を続

けたところ、表を見なくても振り返りが書ける児童が増えた。また、

自分が何ができるようになったかを確かめたり、授業における友達

との関わりに目を向けたりすることができるようになった。 

また、友達の思いや考えを受け止める児童を育てるため

に、「聞き方・話し方スキル表」を作成した。これにより、

授業における話合い活動などにおいて、教師が身に付けさ

せたい力を児童に明確に示すことができるようになった。

発表する際の声の小ささは、本校児童の課題の一つのた

め、適切な声量で話すといった基礎的な指導にも役立てて

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１～６年生の縦割り班を編成し、縦割り班活動を行

っている。毎週金曜日には清掃を行っているほか、月

に一度は６年生が企画・運営した遊びを行い、異学年

交流の機会の一つとしている。縦割り遊びの日には、

互いに名前で呼び合うことができるよう、名前を大き

く書いた専用の名札を身に付けている。 

 

 

 

体育委員会が主体となり、昨年度から「長縄

大会」を行っている。大会当日に向けた学級の

取組を通して、友達を思いやることの大切さ

や、みんなで力を合わせることのよさ、達成感

を味わうことができた。「仲間づくり」の一つの

手立てとなった。 

 

 

 

昨年度の代表委員会をきっかけに、学校をよりよくす 

るために、運営・集会委員会が主体となって、「なかよ 

しフラワー」という取組を始めた。友達にしてもらって 

嬉しかったことや、感謝の気持ちなどを書き、掲示して 

いる。友達や自分のよさを見つめ直す機会となっている。 

長縄大会 

なかよしフラワー 

縦割り班活動

 本校では、地域の方々に協力いただき、様々な教育活動を行っている。地域の人に対する感謝の気持ち

をもったり、地域の方に大切にしてもらっていることを実感したりする機会となっている。 

 

 

 

振り返りの充実と、聞く・話す力の向上に向けた取組 

児童会活動の工夫 

わくわくワーク DAYでは、毎

年、壁の塗装、畳作り、ドロ

ーン操作などの職業体験を

行っている。 

地域の読み語りサークルの

方が、毎週火曜日の朝、各学

級を訪れ、読み語りを行って

いる。 

５年生児童が、地域や JA の

方に教えてもらいながら、田

植え、稲刈りなどの米作りを

行っている。 

地域との関わり 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

ALTが担当している校内掲示板は、異文化理解の場となっている。 

そこに人権に関する内容も掲示している。 

 また、ほかにも、子どもの権利条約について紹介 

するものやアンケート形式にして児童参加型のもの 

など、掲示板の工夫を行った。児童参加型は、児童 

相互、児童と教師との会話の種となった。 

 

 

昨年度、「違いを認めるとは」をテーマとして、全校で人権学習を行った。事前に障がいのある人につい

て考える学習を各学級で行った。当日は、車いすバスケットボールチーム「長崎サンライズ」の皆さんに来

ていただき、プレーする姿を見たり、体験をしたりした。また、話を聞き、障がいのある人や多様性につい

て深く考える機会となった。 

今年度は、「障がいがある人についてもっと知ろう」というテーマで、地元波佐見町の方を招聘してお話

をしていただいた。ご自身が生まれながら肢体不自由で、自分がその障がいにどう向き合ってきたか、自分

の身の回りの人がどう接してくれたかを語られた。児童からは、障がいがある人に対してどう考え、どう行

動したらいいのか深く考えることができた等の感想が寄せられた。 

人権集会では、事前学習で作成した各学級の人権目標の発表、全校児童が作成した人権標語の優秀作品の

紹介を行った。「南小人権の約束」は校内に掲示し、日常での意識を高めている。 

 各学級での事前学習後に、全校で人権学習を行い、人権集会を実施するという一連の過程を経ることで、

児童の人権課題に対する知識・理解が深まり、実践への意欲の向上につながった。 

 

 

「子どもの権利条約」「ふわふわ言葉とちくちく言葉」「言い換え言 

葉」など、発達段階に応じた内容の学習を行った。児童が人権に関す 

る知的理解を深める学習ができただけでなく、日常生活の中で意識し、 

実践しようとする行動が見られるようになってきた。 

 

 

本校では、男子トイレは青色や水色、女子トイレは赤

色やピンク色のスリッパを使用していたが、どちらも

混在させる 

ようにした。 

 

人権月間の取組 

学年・学級での人権学習 

掲示教育 

人権学習 

ユニバーサルデザインの視点に立った環境整備 

 

 

教室で使用するチョークについても、色覚に

配慮し、カラーユニバーサル 

デザインの認証を受けてい 

るものに変更した。 

トイレのスリッパの色 チョークの色 



 

 

毎月の生活目標を人権教育の視点から捉え直し、相手意識をもた

せる言葉を追記した。校内掲示用のポスターも併せて作成し、校舎

内各階に掲示している。 

また、各学級で足並みを揃えて指導をすることができるよう、「指

導のポイント集」を作成し、職員の共通理解を図った。このことに

より、トイレのスリッパを並べる児童に対して、「えらいね。」では

なく、「あなたが並べてくれたから、次の人が助かるよ。」というよ

うに、児童の行動を掲示物と連携して価値付けられるようになった。 

 

 

 

西九州大学から講師をお招きし、「自己肯定感を育む教育～子どもを大事にするということ～」と題して講義

を行っていただいた。この研究で大切にしていきたい児童の自己肯定感について、理解を深めることができた。 

また、長崎大学大学院から講師をお招きし、本校で実施しているＱＵテストの活用についての研修を行った。

これにより、分析結果をもとに児童理解を深めることができた。１学期と３学期にテストを実施したことで、学

級経営を振り返る機会にもなり、教職員の指導力向上にもつながっている。 

 そのほか、職員の人権感覚の向上を目指した研修も行った。「アンコンシャスバイアス」「マイクロアグレッシ

ョン」といった人権問題について学んだ。知識を得るだけでなく、演習を通して自分の人権感覚を改めて振り返

ることができた。 

これらの研修で得た知識は、教職員の児童理解及び学級経営の実践力向上になった。 

 

Ⅲ 研究の成果と課題 

人権アンケートの結果（２～６年生） 〈令和５年９月と令和６年７月の比較〉 

●自分にはよいところがあることを知っている。   ●自分以外の人にはよいところがあることを知っている。 

 

 

 

 

 

 

 自他の大切さに関する項目では、特にこの２つにおいて大きな変化が見られた。どちらも、「よく知っている」

と回答した児童の割合が多くなり、自己肯定感の高まりがうかがえる。また、友達のよさを見つけられるように

なったと児童自身が感じていることが分かる。体験の事実等に関する「友達は、自分ががんばったことを認めて

くれる」という項目でも、97.7％の児童が「ちゃんと認めてくれる」「だいたい認めてくれる」と回答しており、

友達との関係の中で、安心感をもって過ごせていることがうかがえる。 

 

●人権を守るためのきまりがあることを知っている。 ●人権の大切さをこれからも勉強した方がいいと思う。 

 

 

 

 

 

 

 人権の理解に関する項目についても改善が見られた。児童自身の人権に関する学びが深まっていることと共に、

生活目標の指導の工夫 

教職員の研修（児童理解・人権など） 



その重要性を感じていることがうかがえる。 

 

●友達が間違っていたら注意することができる。   ●自分の考えや気持ちを、誰かによく話している。 

 

 

 

 

 

 

 この２項目については改善しておらず、自分の思いを伝えることについては依然として課題であることが明ら

かになった。本校の児童が、相手の気持ちを思いやりながらも、適切に自分の思いを話して伝える力を高めるた

めには、語彙力の向上とよりよい仲間作りが必要だと考えられる。 

 

ＱＵテストの結果                   学校評価アンケートの結果 

●勉強ができるようになろうとがんばっていますか。   ●授業では自分で考え、自分から取り組んでいる。 

●よい成績をとったり勉強ができるように努力している。 

 

  

 

 

 

※R５年度１学期と R６年度１学期の比較 

 学びに向かう力の成長がうかがえる項目としては、上記のどちらのアンケートでも、これらの問いに対して「ま

ったくあてはまらない」と回答した児童が０になった。「よくあてはまる」と回答した児童は減ったものの、児童

が自信をもって学習に取り組むために欠かせない自己肯定感を高めることについては、一定の成果が表れている

と考える。 

 

標準学力検査の結果（２～６年生） ＜令和６年度４月と 12月の比較＞ 

 全国の平均正答率との差の変化で比較を行った。 

国語科 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

教科全体 ＋５．２ －０．７ ＋４．６ ＋２．７ ＋４．０ 

応用 ＋１６．３ ＋５．７ ＋１６．０ ＋６．４ ＋９．５ 

書くこと ＋１７．５ ＋４．０ ＋１４．７ ＋４．８ ＋１６．０ 

    

算数科 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

教科全体 ＋３．６ ＋４．８ ＋７．１ －０．８ ＋７．１ 

応用 ＋１１．２ ＋５．９ ＋５．４ ＋３．１ ＋１５．４ 

図形 ＋５．１ ＋２．２ ＋１０．４ ＋１２．３ ＋５．２ 

 教科全体で見ると、差が広がった項目もあるが、応用の分野においてはすべての学年で改善が見られた。「応用

問題に消極的である」という本校児童の課題の一つにおいて、一定の成果が表れたと考えている。デジタルドリ

ルの活用なども行ったため、本研究の「『学びに向かう力』を育む土壌づくり」の成果であるとまでは言えない

が、教職員が児童一人一人を見取る力を高め、児童の実態に合った適切な指導や支援の積み重ねの表れであろう。

特に改善すべき領域であった国語科の書くこと、算数科の図形について伸びが見られたことは喜ばしい結果であ

った。しかし、依然として全国平均を下回る項目も少なくなかった。 

南小の児童がめざす姿にさらに近づくためには、仲間とのつながりを深める取組をはじめとした、共感的な人

間関係の育成の継続が必要であると考える。45分間の授業でも、児童が友達とのつながりを感じながら学ぶこと

ができるよう、今後も人権教育の視点を大切にしながら支援していきたい。 


